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R04c VERAによる星形成領域 IRAS18563+0428の水メーザー観測
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VLBIアストロメトリー観測により銀河系内の星形成領域の３次元の位置と運動を調べる研究が進んでいる。銀
河系内の個々の星形成領域の距離を測定し、1つ 1つ積み重ねることにより、渦状腕や銀河回転曲線などの銀河系
内構造が明らかになりつつある。本研究のターゲットである IRAS18563+0428はセンチ波の連続波でトレースさ
れる HII領域や CS輝線でトレースされる高密度分子コアが付随する星形成領域である。水メーザーが定常的に
検出され、また近傍に明るいクエーサーが存在することからVERA(VLBI Exploration of Radio Astrometry)に
よる相対VLBIで年周視差及び固有運動を測定し、銀河系内での３次元位置と運動を調べた。VERAによる 2009
年 10月から現在までの観測のうち 5回分の観測データを用いて、J1858+0313に準拠した位相補償解析を行った。
検出した水メーザーの中心の視線速度は 18 km/sでありCS(2-1)の視線速度と良く一致した。この視線速度から
計算される運動学的距離は 1.2 kpcと 11.4 kpcであるが、測定された固有運動 µl = 5.74± 0.21 mas/yrから遠方
の 11.4 kpcにあることがわかった。また予備的な結果であるが、年周視差による距離 10.2+4.9

−2.5kpcが得られてお
り、これも 10 kpcを超える遠方の距離を支持する。この距離から、IRAS18563+0428がペルセウス腕の近傍に付
随することがわかった。また、３次元運動の解析から IRAS 18563+0428は銀河中心方向に−33 km/s、銀河回転
方向に−55 km/s、北銀極方向に 4 km/sの特異運動を持つことがわかった。


